様式３

審　査　申　請　書

年　　　　月　　　　日
大学研究倫理委員長 殿
以下の研究課題について、追手門学院大学研究倫理規程および追手門学院大学研究倫理委員会規程に基づき審査を行っていただきたく、申請いたします。
＜研究の概要について＞
	研究課題名
	

	研究期間
（予定）
	　　　　年　　　月より　　　　年　　　月まで　　　（　　　　　年間）

	研究内容
（1,000字程度）
	


※必要に応じて別紙を添付して下さい。
	申請者
（研究責任者）
	氏名
	
	所属
	
	職名
	（学生の場合は学籍番号を記入）



	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	共同研究者
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	共同研究者
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	共同研究者
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	共同研究者
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	共同研究者
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無

	指導教員

（学生の場合のみ記入）
	氏名
	
	所属
	
	職名
	

	
	研究倫理教育の受講の有無
該当する方に○を付すこと。
	有　（　　年度に受講）
	無


＜倫理面への配慮について＞
○追手門学院大学研究倫理規程

(資料・情報・データの利用及び管理)
第6条　研究者は、科学的かつ一般的に妥当な方法で、研究のための資料、情報、データ等を収集しなければならない。
2　研究者は、収集又は作成した資料、情報、データ等の紛失、漏洩、改ざん等を防ぐための適切な措置を講じなければならない。
3　研究者は、収集又は作成した資料、情報、データ等を研究目的以外に使用してはならない。
4　研究者は、収集又は作成した資料、情報、データ等を一定期間保管しなければならない。ただし、法令又は本学の規程等に保存期間の定めのある場合はそれを遵守するものとする。
	本研究における資料・情報・データの利用・管理の方法についてご記入ください。

	


○追手門学院大学研究倫理規程

(インフォームド・コンセント)
第7条　研究者は、人の行動、環境、心身等に関する個人情報等の提供を受けて研究を行う場合は、提供者に対してその目的、収集方法、起こりうる不利益について分かりやすく説明し、提供者の明確な同意を得なければならない。なお、提供者が説明を理解することが困難な場合には、保護者・後見人等、社会的に提供者の代理人として認められる人物の同意を得なければならない。
2　組織、団体等から当該の資料、情報、データ等の提供を受ける場合も前項に準ずるものとする。
3　研究の目的・意義、または方法を事前に説明できない場合には、事後に説明を行なって提供者の承諾を得なければならない。また、提供者に何らかの身体的・精神的苦痛が伴う場合は、事後のカウンセリング等適切な処置により、それらを除去しなければならない。
	本研究におけるインフォームド・コンセントとリスクについてご記入ください。
※研究対象者への説明文、同意書があれば必ず添付してください。

	研究対象者と
その具体的方法
※参加者とは、実験・調査などに参加・協力する者のことです。
	対象者の内訳　　　該当する者すべてに○を付すこと。

	
	A.成人
1．学生 （a.学部生　　b.大学院生　　c.他校　：学校名　　　　　　　　　）
2．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
B.未成年
1．18歳・19歳 （a.学部生　　b.他校　：学校名　　　　　　　　　）
2．生徒  （a.高校生　　b.中学生　：学校名　　　　　　　　　　　　　）
3．小児（年齢　　　　　　）
4．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	対象者の総数

	
	

	対象者の抽出および依頼の方法

	対象者の抽出方法

	
	

	
	研究参加の依頼方法、同意書の取得方法
対象者から同意（インフォームド・コンセント）を得られない場合は、その対応を記入してください。

	
	

	
	拒否しても不利益をこうむらない権利を保障する方法

	
	

	対象者に与えるリスクと対応
	リスク（不利益・危険性など）の内容

	
	

	
	研究対象者に対する人権擁護上の配慮、リスクへの対応や処置

	
	

	学外機関への協力依頼
該当する方に○を付すこと。
	１．あり
「あり」の場合は依頼文・契約書等を添付してください
	２．なし



○追手門学院大学研究倫理規程

(個人情報の保護)
第8条　研究者は、プライバシー保護の重要性に鑑み、研究のために収集した資料、情報、データ等の内、個人を特定できるものは、これを他に漏らしてはならない。
	本研究における匿名化の方法、発表の際の配慮など個人情報の保護についてご記入ください。

	


○追手門学院大学研究倫理規程

(研究成果の発表)
第9条　研究者は、研究成果を広く社会に還元するために、適切な方法によって発表しなければならない。
2　研究者は、研究成果の発表に際しては、次の各号に留意しなければならない。
(1)　データや論拠の信頼性の確保
(2)　捏造、改ざん、剽窃の禁止
3　研究者は、他者の研究成果を引用する際は、適切な表現を心がけなければならない。
4　研究者は、研究に実質関与し、研究内容に責任を有し、研究に貢献したと認められる場合に、適切なオーサーシップを認められる。
5　研究者は、研究成果の発表に際して、オーサーシップや先行研究に十分注意を払い、他者の知的財産を侵害してはならない。
6　研究者は、共同研究者や論文の共著者の権利を尊重し、研究成果の発表に際しては明確な同意を得なければならない。
	本研究における研究成果の発表方法についてご記入ください。

	


○追手門学院大学研究倫理規程

(研究費の取扱い)

第10条　研究者は、研究費の源泉が、学生納付金、国・地方公共団体等からの補助金、財団等からの助成金、寄付金等によることを常に留意し、研究費の適正な使用に努め、その負託に応えなければならない。

2　研究者は、交付された研究費を当該研究に必要な経費のみに使用しなければならない。

3　研究者は、研究費の使用に当っては、法令、本学院の経理規程、当該研究費の使用規定等を遵守しなければならない。
	本研究における研究費の取扱いについてご記入ください。

	外部機関からの研究資金
該当する場合のみ記入
	助成機関名・共同研究機関名・委託研究機関名・寄附者名 ／ 助成・事業名称（該当する場合のみ） 
※ 申請予定の場合はその旨を記載してください。

	
	

	
	総　額
	

	費目
	消耗品
	

	
	用品・備品
	

	
	旅費
	

	
	図書
	

	
	謝金
	

	
	その他
	


○追手門学院大学研究倫理規程

(機器、材料等の安全管理)

第11条　研究活動において、研究装置・機器等及び材料・薬品等を用いるときは、関係法令及び取扱い要領等を遵守し、最終処理まで責任を持って安全管理に努めなければならない。
	本研究における機器・材料等の管理方法についてご記入ください。

	


＜所属する学部・機構の研究倫理委員への承認について＞
※大学研究倫理審査を受けるには、所属する学部・機構の研究倫理委員の承認が必要です。
	該当する方に○を付けてください。

	1．承認済み
	2．申請中

	「１．承認済み」「２．申請中」の場合は、その委員会もしくは委員名を記入してください。

	

	「２．申請中」の場合は、その理由を記入してください。

	


以上　　
7
※枠線の大きさは必要に応じて変更して下さい。

